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Molten Carbonate Fuel Cells）、固
体高分子形燃料電池（PEFC： 
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PAFC： Phosphate Acid Fuel Cells（リン酸塩形燃料電池）
参考文献１～10）などに基づいて科学技術動向研究センターで作成
図表２　SOFCシステム応用分野と主な課題
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3   SOFCシステムの研究開発の現状蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表３　 日本と米国の SOFCシステムの研究開発プロジェクトにおける
 ロードマップ
(a)  日本の定置用SOFC技術開発のロードマップ （NEDO作成） 
(b)  米国のSECAプロジェクトにおけるSOFC開発計画（DOE作成） 
参考文献 18～ 21）を基に科学技術動向研究センターで再構成
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LaMnO3 系 （La, Sr）MnO3、（La, Ca）MnO3
LaCoO3 系 （La, Sr）CoO3、（La, Ca）CoO3
セパレータ
LaCrO3 系 （La, Sr）CrO3、（La, Ca）CrO3
合金系 Ni‐Cr系、フェライト（Fe）系
科学技術動向研究センターで作成
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SCY ：SrCe1-xYbxO3 -α                                                                          科学技術動向研究センターで作成
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LSCF ：La1-xSrxFeyCo1-yO3                                                                   科学技術動向研究センターで作成
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